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教育の連続性と一貫性

県北教育事務所次長 面川 三雄

昨年度に引き続き所長訪問に同行し、県 １年生時の進路希望がかなうよう１年時か
北域内の全小・中学校及び高等学校を訪問 ら学力向上に責任をもって取り組む必要が
いたしました。訪問先の児童生徒の姿・学 あると思います。
校の様子を見させていただき感じたことの 二つ目は、昨年より新型インフルエンザ
一部を紹介いたします。 が流行し、各学校においてはうがい・手洗
Ａ中学校は、生徒の靴が玄関の靴箱にき いの習慣化に努めていると思います。子ど

ちんと入っていて、靴の踵が手前に揃って も達は正しく洗えているでしょうか。手洗
いました。 いチェッカーを使用すると正しく洗えてい
Ｂ中学校では、生徒がいない教室の黒板 るか一目瞭然です。しかし、日常、手洗い

がきれいに消されていて、机が揃っていま チェッカーを使用することは不可能です。
した。また、体育の水泳指導では、生徒達 大切なことは洗うという形でなく、正しく
の脱いだ靴が揃えられていました。 洗えている「技術 「見えないウイルス」、
また、Ｃ高校では、工業関係の機械が置 が見えるようになる心」を身に付けさせて

かれた部屋がきれいに清掃され、道具も整 いくことだと思います。
然としていました。 流行性では、感染性胃腸炎があります。
Ｄ高校においては部活動が盛んであり、 感染性胃腸炎にかかった児童生徒が気分悪

その中の一つの部室には使用する道具は勿 く吐いた場合、吐いた物の処理の対応を間
論、シューズやその他の物がきちんと並べ 違うと多くの人に感染します。
られていました。 ウイルスは目には見えません。しかし、
Ｅ小学校では、子ども達が帰った教室の 教師も子どもも、見えないウイルスが見え

机がきちんと揃えられ、ゴミも落ちていな るようになることが教育では大事であると
く、黒板もきれいに拭かれていました。そ 思います。このことは保健室を利用する子
の黒板には、子ども達へのメッセージが書 ども達にも言えます。
いてありました。 保健室に決まった曜日、時間に来る子ど
この他にも授業や休み時間の様子から感 もがいる場合、保健室に来る要因があるわ

動する光景はたくさんありました。 けです。いくつかの理由が光って見える教
子どもや担任がいなくても担任の姿勢や 師になることが大事なことではないでしょ

児童生徒のよい姿が見えてきます。これら うか。
は継続的に取り組んできた教育活動の成果 サッカーの岡田監督は昨年６月に南アＷ
であると思います。 杯出場を決めて以降 「体幹」を鍛えるメ、
学びの連続性は次のような場合において ニューを取り入れたとのこと。

も大切ではないでしょうか。 つまり、蹴る、走る、跳ぶといったサッ
その一つは、中学校での入試への対応で カーの基本動作を支える腹筋や背筋と周辺

す。生徒の希望する進路を実現させようと を鍛え、体を内部から強化させ、蹴った後
３年担任を中心に個別指導にあたりますが に体がぶれない世界に通用する体力づくり、
中学校３年担任だけが苦労してはいないで です。
しょうか。小学校１年から、担任として身 教育活動も同じではないでしょうか。課
に付けるべき学習内容の定着を図るために 題解決のための日常の地道な取り組み、連
努力をし、子ども達の能力をさらに伸ばし 続性が児童生徒を大きく成長させることと
て次の学年に送り出し、中学校では生徒の 思います。
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学校教育課

～ 教職員一人一人が力を発揮できる職場環境をめざして！～

教員勤務実態調査（平成18年度文部科学省実施）によると、1日当たりの教諭の残業時間は平均

で約2時間、1ヶ月当たり平均34時間の残業時間となっており、事務・報告書の作成や会議・打合せ

などにかかる勤務時間が長く、かつ、負担に感じている。

また保護者等からの様々な要求が学校になされており、その対応に教員が苦慮しているといった

ことも指摘されている。

さらには、精神疾患による病気休職者が増加しており、平成18年度には過去最高（4,675人、病

気休職者のうち精神疾患によるものの割合は61.1パーセント）となっている。

（文部科学省『学校マネジメント支援に関する調査研究事業』の「事業の概要等」から一部抜粋）

平成２２年１月１日現在、県北域内の病休・休職者の状況は、左の

グラフのとおりです。休職者の７割、病休者の４割が精神疾患となっ

ています。精神疾患の年齢別割合では４０歳代が６割、次いで３０歳

代が３割、５０歳代が１割です。精神疾患の様々な誘因の一つに職場

環境が考えられます。各学校においては、もちろん、働きやすい職場

づくりに留意されていることと思いますが、いま一度以下のことを再

確認してみましょう。

○ 会議や行事の見直し等による校務の効率化を図る。

○ 一部の教職員に過重な負担がかからないよう適正な校務分掌を

整える。

○ 日頃から、教職員が気軽に周囲に相談したり、情報交換したり

することができる職場環境を作る。

○ 特に管理職は、心の健康の重要性を十分認識し、親身になって

教員の相談を受けるとともに、職場環境の改善に努める。

○ 心の不健康状態に陥った教職員の早期発見・早期治療に努める。

○ 教職員に対して、心の健康に関する意識啓発や、メンタルヘル

ス相談室等の相談窓口の設置について周知を図る。

教職員一人一人が長時間労働の縮減に努め、笑顔あふれる職場で、

だれもがもてる力を存分に発揮していきたいものです。

～研修教材貸出について～インフォメーション

このたび、県北教育事務所では、小学校外国語活動に役立つ教材を多数購入いたしました。県北域内の学

校に貸し出しいたしますので、校内研修等でご活用ください。

① 県北教育事務所に連絡し予約する。 ② 学校任意の借用書を持参し借り受ける。[貸出手順]

＊貸出期間は原則１週間とします。 学校教育課 ℡024-521-7723 担当 増子 文隆連絡先

研修資料リスト

ALTとのティームティーチング技術 積極的なコミュニケーションを促す活動 言語や文化に関する体験的な活動１ ２ ３

教具・教材を用いた活動 数の要素を含む活動 歌・早口ことば・手遊び４ ５ ６

リズムで覚える教室英語ノート（株MPI）７ Teaching with Bear（Oxford University Press） ８

フォニックスビデオ講習会 ＤＶＤ版 アクティビティ編 小学校英語活動 直山木綿子先生の授業（DVD２枚）９ １０

Fun! Fun! English Classes!! 図子啓子先生の授業 DVD2 小学校英語活動 指導のアイディアと授業づくり DVD３)1１ １２（ ） （

わくわく英単語フラッシュエキスパート（PCソフト） 英語で遊ぼう World Adventure（PCソフト）1３ １４

精神疾患（病休・休職）年齢別割合
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《 福島県教職員研究論文入賞者紹介 》
伊達市立保原小学校 代表 村上伸栄 【入 選】 学習指導
「学び合う授業の創造 ～発問・板書・意図的指名を生かした授業力向上の取組～」

伊達市立保原小学校 教諭 木村圭吾 【入 選】 国 語
「説明文の読解の技能を活用し、考えを広げたり深めたりできる児童の育成」

総務社会教育課

１ 放課後子ども教室

今年度は、県北域内の全市町村において事業が実施
され、合計２３教室が開設されています。各市町村で
は、地域の実情に合わせ工夫しながら、放課後や週末
等に小学校の余裕教室や公民館等を活用して、子ども
たちの安全・安心な活動拠点づくりをしています。そ
こでは、地域の方々の参画を得て、学習やスポーツ、
地域住民との交流活動、自由活動等の取り組みを実施
することで、子どもたちの心豊かで健やかな育成を
図っています。

中でも川俣町の「小島たのしい教室」は、特色のあ
る活動が認められ、平成２１年１１月２４日に文部科

小島たのしい教室「サツマイモ掘り」学省から「第２回放課後子ども教室推進表彰」を授与さ
れました。

これまで放課後子ども教室に携わってこられた関係者の皆様に対し敬意を表しますとともに、これ
からも地域の子どもたちのために支援していただけることをご期待申し上げます。

２ 学校支援地域本部事業

県北域内では、現在４市町村（桑折町、大玉村、本宮
市、川俣町）が受託して取り組んでいます。

今年度取り組み始めた大玉村や本宮市、川俣町では、
本事業の立ち上げに伴って、地域住民の理解や多くのボ
ランティアの確保、学校との連携等、様々な課題があり
ました。しかし、最近では学習支援ボランティアが授業
に携わることで子どもたちが授業に集中し、学習の充実
につながってきている等の報告が聞かれるようになりま
した。今後は、各市町村において、地域の方々との協働
により学校を支援し、地域教育力の向上や学校教育活動
の充実がますます図られることが期待されます。

平成２２年は「国民読書年」３

、 「 」衆参両議院は平成２０年６月に 本年を 国民読書年
と決議しました。これに先立って、平成１３年１２月に
「子どもの読書活動の推進に関する法律」が制定され、
各市町村では「子ども読書活動推進計画」の策定や子ど
も達の読書習慣の定着を図るための環境整備が推進され
ています。

また、学校においては、主に小・中学校を中心に読書
、「 、活動やボランティアによる読み聞かせなどにより 毎日

本や文章に触れ読み味わう機会」が整いつつあります。
この「国民読書年」を契機に、学校・家庭・地域全体

が協力し合い、本に親しむ機会の充実とボランティアの
方々の活動内容の深まりが期待されます。また、学校図
書室や公民館・学習センター図書室、公共図書館が連携
し、子ども達の要望に応じた本が提供できる体制づくり
をすることが望まれています。
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